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Ⅰ 全体構想図

 
研究主題 

生徒変容の教師の願い 

教育の新しい動向 

社会科の今日的課題 

「生徒の興味や関心を高める歴史の課題解決学習の工夫」 

 －話し合いによって考えるグループ学習を通して－ 

・「生きる力」 
・確かな学力の向上 

・社会認識を深め、

自立心を育てる 
・課題解決学習を重

視する 

現在の身近な問題を通し

て歴史を考えることによっ

て，歴史への興味や関心を高

めてほしい 

① 現在から過去に遡って考えさ

せる課題解決学習 
② 身近な問題から、話し合いによ

って考えるグループ学習 

研究の見通し 

めざす生徒像 

① 歴史に対する興味や関心をも

って学習できる生徒 
② 歴史を考えることを楽しいと

思える生徒 

生徒の実態 

① 歴史は覚える事が多いという

理由で社会科離れが増えてい

る 
② 考えることが面倒と思ってい

る生徒が少なくない 
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授業の導入段階で 小テーマ）Ⅱ 継続的に行う学習（

１ 評価カードＡ

★評価カードＡ（小テーマ）

【 】

月 日 氏名

テーマ

仮説

感想

２ 教師による評価カード

小テーマ編

出席番号 テーマ① 月 日 テーマ② 月 日

取り組む意欲 深まり 取り組む意欲 深まり

１ Ａ／Ｂ／Ｃ Ａ／Ｂ／Ｃ Ａ／Ｂ／Ｃ Ａ／Ｂ／Ｃ

２ Ａ／Ｂ／Ｃ Ａ／Ｂ／Ｃ Ａ／Ｂ／Ｃ Ａ／Ｂ／Ｃ

３ Ａ／Ｂ／Ｃ Ａ／Ｂ／Ｃ Ａ／Ｂ／Ｃ Ａ／Ｂ／Ｃ

４ Ａ／Ｂ／Ｃ Ａ／Ｂ／Ｃ Ａ／Ｂ／Ｃ Ａ／Ｂ／Ｃ

５ Ａ／Ｂ／Ｃ Ａ／Ｂ／Ｃ Ａ／Ｂ／Ｃ Ａ／Ｂ／Ｃ

６ Ａ／Ｂ／Ｃ Ａ／Ｂ／Ｃ Ａ／Ｂ／Ｃ Ａ／Ｂ／Ｃ

７

※短い時間の中で、しっかり考えようとしているか。

大テーマ編

グループ テーマ① 月 日 テーマ② 月 日

番号 深まり 深まり話し合いへの参加意欲 話し合いへの参加意欲

Ａ－１ Ａ／Ｂ／Ｃ Ａ／Ｂ／Ｃ Ａ／Ｂ／Ｃ Ａ／Ｂ／Ｃ

Ａ－２ Ａ／Ｂ／Ｃ Ａ／Ｂ／Ｃ Ａ／Ｂ／Ｃ Ａ／Ｂ／Ｃ

Ａ－３ Ａ／Ｂ／Ｃ Ａ／Ｂ／Ｃ Ａ／Ｂ／Ｃ Ａ／Ｂ／Ｃ

Ａ－４ Ａ／Ｂ／Ｃ Ａ／Ｂ／Ｃ Ａ／Ｂ／Ｃ Ａ／Ｂ／Ｃ

Ａ－５ Ａ／Ｂ／Ｃ Ａ／Ｂ／Ｃ Ａ／Ｂ／Ｃ Ａ／Ｂ／Ｃ

Ｂ－１ Ａ／Ｂ／Ｃ Ａ／Ｂ／Ｃ Ａ／Ｂ／Ｃ Ａ／Ｂ／Ｃ

Ｂ－２ Ａ／Ｂ／Ｃ Ａ／Ｂ／Ｃ Ａ／Ｂ／Ｃ Ａ／Ｂ／Ｃ

※自分の考えをしっかり持ち、話し合いに参加しているか。
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３ 小テーマを蓄積した表
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現在から過去にさかのぼって考える学習（大テーマ）Ⅲ

１ ★評価カードＢ

問題検討シート（ ）班 月 日

テーマ

個人の意見 名前

①

②

③

④

⑤

仮説

↓
疑問

個人の意見 名前

①

②

③

④

⑤

仮説

感想
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【東京書籍の教科書使用】２ 単元指導計画

本校の年間指導計画の中に、考えられるテーマを例示する。

(1) 授業の導入部分で扱うもの…①小テーマで行う活動 ○で示す

(2) １時間以上かけてじっくり考えさせたいもの…②大テーマで行う活動 ◎で示す

単元名 学習内容 小テーマ○、大テーマ◎時間

1.第一次世界 第一次世界大戦の背景や経過、 ○なぜ、兵器工場では女性だけ1
大戦と日本 結果などについて調べる｡ が働いているのか。

2.国際協調 世界平和と国際協調をうたった ○なぜ、日本は第一次世界大戦1
の時代 国際連盟の特色を調べる｡ で一等国になれたのか。

3.アジアの アジアの民族自決の動きと日本 ○なぜ、中国、朝鮮で反日運動1
民族運動 の対外政策について調べる｡ がおこっていったのか。

4.大正デモ デモクラシーや自由主義の主張 ○なぜ 「民本主義」という、
クラシー について、現代と比較しながら話 1 言葉が使われたのか。

し合う｡

5.民衆運動 女性差別などについて、現代と 2 ◎なぜ、婦人解放運動が起こっ

の高まり 比較しながら考えをまとめる｡ たのか。

6.新しい生活 関東大震災の概要と大正期の教 1 ○なぜ、大正時代の文化は大
と文化 育と文化について調べる｡ 衆文化といわれたのか。

1.世界恐慌と 世界恐慌の概要とそれに対する ○なぜ、景気が悪くなるのか。1
ブロック経済 欧米諸国の対応について調べる｡

2.欧米の情勢 ファシズムのもつ問題点を考 ○なぜ、ドイツ国民はヒトラー1
と日本 え、話し合う｡ を選挙で選んだのか。

3.日本の中国 満州事変から国際連盟脱退まで ○なぜ、日本は植民地を必要と

侵略 の経緯を調べ、当時の日本の状況 1 したのか。なぜ、国際的孤立

を考える｡ の道を選んだのか。

4.日中全面 日本の中国侵略の実態と中国民 ◎なぜ、中国で抗日運動が起こ

戦争 衆の抵抗について調べ、当時の国 2 ったのか。

民の思いや考えを推察する｡

1.第二次世界 戦争がヨーロッパとアジアで起 ○なぜ、日本はドイツやイタリ

大戦 こっていた経緯を調べ、日本が選 1 アと同盟を結んだのか。

んだ行動について国際的な視野で 経済制裁、米国の誤認

考える｡

2.戦時下の 戦争当時の体験談を聞き、平和 1 ○なぜ、泰緬鉄道の建設工事

生活 の尊さについて考える｡ では多数の死者がでたのか。

3.戦争の終結 ドイツ・イタリアの降伏、沖縄 ◎なぜ、アメリカは原子爆弾を

戦から原爆投下など、戦争終結の 2 使用したのか。

経緯を調べ、国民の苦しみ ○なぜ、中国残留日本人孤児

問題が生じたのか。

１

第
一
次
世
界
大
戦
と
ア
ジ
ア
・
日
本

２

世
界
恐
慌
と
日
本
の
中
国
侵
略

３

第
二
次
世
界
大
戦
と
ア
ジ
ア
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1.占領と日本 による民主化政策と日本 ○なぜ、天皇は「人間宣言」をGHQ
の民主化 国憲法の制定について調べ、戦前 したか。

と比較しながら相違点を考える｡ 1

2.二つの世界 国際連合の誕生と東西冷戦につ ○なぜ 「冷たい戦争」と言わ、

とアジア いて調べる｡朝鮮、中国を中心に 1 れるのか。

戦後のアジアの動きを調べる。

3.国際社会に サンフランシスコ平和条約の意 2 ◎なぜ、アメリカは日本を国際
復帰する日本 義について、当時の世論を意識し 社会に復帰させたかったの

ながら話し合う｡ か。

→敗戦後の占領下からの関係

1.日本経済 ○日本経済が高度成長を遂げ、国 1 ○なぜ日米貿易摩擦は起こった

の発展 民生活が変化した様子について調 のか。なぜ、公害の発生は防

べる。 げなかったのか。

2.国際関係 沖縄の復帰と新たな日米関係に ○なぜ、日本は新安保条約を締

の変化 ついて調べる｡ 1 結したのか。

3.21世紀の 国際社会の中で日本の果たすべ ◎日本はどんな国を目指せばい

世界と日本 き役割について話し合う｡ 2 いと思うか。なぜ、そのよう

に考えたのか。

１
日
本
の
民
主
化
と
国
際
社
会
へ
の
参
加

２

国
際
社
会
と
日
本
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Ⅳ 授業実践の記録

１ 単元名 「第一次世界大戦とアジア・日本」

２ 単元についてのアンケートの結果
民主主義 大正時代 吉野作造 民本主義 普通選挙大正デモクラシー

知っている 17 14 1 0 4 4
聞いたことはある 11 12 3 6 7 11
知らない 1 3 25 23 18 14
３ 単元についての生徒の実態
アンケートの結果から「大正時代」を言葉として知ってはいるものの、どんな時代であっ
たのか、また、どのようなできごとがあったのかということは理解できていない生徒がほと
んどである 「大正時代」に対するイメージとしては「暗い 「短い 「ひいおばあちゃんが生。 」 」
まれた」など、さまざまである。しかし、全体的な傾向として、現在の自分の生活とはあま
りかかわり合いのないものとして「大正時代」をとらえており、古代、中世、近世等の歴史
に比べて、学習意欲が高いとは言えない。
４ 本時のねらい
関東大震災の概要と大正期の大衆化された文化について、大正デモクラシーが反映されて
いることを理解する。
５ 展開

学習活動 指導上の工夫と教師の支援 時 評価項目

１．本時の小テーマを考 ・テーマについて考えることにより、
え、めあてをつかむ。 興味や関心を喚起する。
【一斉】 ・コンピュータで関東大震災のビデオ 10

２．関東大震災の概要を クリップを映し出し、確認させる。
つかむ。 ・震災の混乱の中での虐殺について、

当時の人々の立場に立って考える｡

大正時代の文化は明治時代と比べてどのような特徴がある
のだろうか。

３ 「荒城の月」と「雨 ・明治時代の曲と大正時代の童謡との．
ふり」の曲を聴く。 違いを考えさせる。

、４．２つの曲の違いを明 ・明治期の「荒城の月」の文語体、格 ・意欲的に考え
治時代の文化との比較 調高い歌に比べ、大正時期の童謡は 話し合いに参加
をしながら発表する。 口語体で親しみやすい、庶民的な感 している。
【グループ】 じであることに気づかせる。 【関心・意欲】

・難しい文語体に対して ・大正デモクラシーの気風が自由な音 20
優しい口語体である 楽の創造を可能にしたことをおさえ
５．大正時代についての る。
取材メモをもとにグル ・年表や既習事項をもとに、西洋の近
ープで話し合い、時代 代的な考えに大衆そのものが影響を
背景を発表する。 受ける時代背景であったことを理解
・大正デモクラシー させる。
中等教育の普及 ・ワークシートに記入させる。

・個別指導を必要とする生徒には資料
の年表を参考にするよう助言する。

なぜ 大正時代の文化は大衆文化といわれたのだろうか？、

６．その他の大正時代の ・パソコンなどで、資料を示しながら ・必要事項を資
文化について童謡との 簡潔に説明する。 料で読みとるこ
共通性をつかむ。 ・資料集等で調べ、ワークシートにま 15 とができる。
・大衆化、西欧化 とめさせる。 【技能・表現】

７ 本時のまとめをする ・都市を中心に発達した「大衆文化」 ５． 。
であり、大正デモクラシーの気風が
反映されていることを押さえる。
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小テーマによる抽出生徒の深まり例①（Ａ子）Ⅴ 分析資料
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小テーマによる抽出生徒の深まり例②（Ｂ子）
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３ 小テーマ学習における生徒の感想より

・日本が第一次世界大戦に参加していなければ、今の日本とはまた違った道を歩んでいたか

もしれない。日本の分かれ道だったと思う。

・確かに戦争に勝てばお金や土地、権力が得られるかもしれないが、その代わりに関係ない

人の命や、戦争に出された人の命が失われて悲しい結果になることがわかった。

・この時に戦争をしなければもっと平和になっていたかもしれないが、このような戦争を乗

り越えてきたからこそ今の日本があるとも思える。

・現在の問題から過去にさかのぼって考える学習をしてみて、歴史は過去と現在がつながっ

ていることがなんとなくわかった。

・今の時代では戦争のために自分の身を犠牲にするのは考えられないことだと思った。

・日本が、戦後一等国になれたのはいいが、そのために多くの犠牲者がいるから、悲惨な戦

いは悲しむ人が出るだけでなんの得にもならない。

・日本は連合国側の国々と一緒に行動した方がよかったと思われるが、考え方の違いから違

う道に進んでしまったのだと思う

・このテーマからもこの時代が天皇中心だったことがわかった。デモクラシーの訳しかたで

時代背景が分かるなんておもしろいと思う。

・こんな時代があったなんて悲しいことだと思う。今はきちんとした法律があり、一人ひと

りの権利が守られているのだから、過去の経験から改善されて良かったと思う。

・第二次世界大戦のことをあらためて考えさせられた。ドイツやイタリアと手を組んだとい

うことはもっと深い理由があったのかなと思った。もう少し調べてみようと思う。

・当時の人たちは戦争で食べたいものが食べられず我慢の生活だった。今の私たちは我慢す

ることが苦手なので見習うべき点も多い。

大テーマでの授業におけるグループ毎の感想４

Ａ班・なかなか意見が出なかったが、最終的にうまくまとめられたので良かった。

Ｂ班・みんなで話し合うと、考え方の違いなどで意見が合わなくて一つにまとめるのが大変だ

ったけれど、一人ひとりがきちんとした考えを持って話し合ったので良い時間だったと

思う。

Ｃ班・自分たちの班の考えと他の班の考えが違ったこともたくさんあった。だから、いろいろ

な面から課題を考えることが出来た。

Ｄ班・一人ずつの意見がきちんと聞けてよかった。全員がそれなりに考えていた。

Ｅ班・歴史上恨みを持たれるような行為をしたことがわかり、戦争をやめればいいと思った。


